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１９７９（昭和５４）年に鹿児島県大崎町で男性の遺体が発見され

たいわゆる大崎事件の第三次再審請求事件について、最高裁判所第一

小法廷は、去る６月２５日、再審開始を決定した鹿児島地方裁判所及

び福岡高等裁判所宮崎支部の決定を取り消し、殺人等の罪で服役した

原口アヤ子さん（以下「原口さん」という。）からの再審請求を棄却

した（以下「本決定」という。）。  

しかし、この結論は極めて不当である。 

大崎事件は、原口さんが元夫と義弟との計３名で共謀して被害者を

殺害し、その遺体を義弟の息子も加えた計４名で遺棄したとされる事

件であるが、原口さんは逮捕時から一貫して無罪を主張していた。に

もかかわらず１９８０（昭和５５）年、鹿児島地裁は原口さんに対し

て懲役１０年の有罪判決を下し、これが確定した。   

しかし、判決において証拠とされた遺体の司法解剖に基づく鑑定結

果は、「他殺ではないかと想像する」というあいまいなものにとどま

り、殺人の客観証拠はなかったことから、検察官の立証は「共犯者」

とされた元夫らの「自白」に頼ったものであった。しかも、第一次再

審請求時に至って、その「自白」には変遷があったことが明らかとな

り、また鑑定人が、死因を「他殺か事故死か分からない」と自身の見

解を変更するなど、証拠が脆弱なものであった。 

原口さんは、服役後の１９９５（平成７）年に再審請求を行い（第

一次再審請求）、２００２（平成１４）年３月、鹿児島地裁は再審開

始決定をした。しかし、検察官抗告により同決定が取り消され、第二

次再審請求は地裁で棄却されていた。 

２０１５（平成２７）年に行った第三次再審請求において、弁護側

は「転落事故による出血性ショックの可能性が高い」という法医学鑑

定書を新規証拠として提出した。また、義弟の妻の目撃供述について

も、供述心理学の専門家による鑑定によって信用性に疑問が呈され

た。   

そして、鹿児島地裁は、検察官が４０年間隠し続けた証拠を裁判長

の訴訟指揮によって開示させるなど丁寧な審理の結果、２０１７（平

成２９）年６月２８日、「殺人の共謀も殺害行為も死体遺棄もなかっ

た疑いを否定できない」と結論づけた。 



同一事件において二度の再審開始決定がなされたのは、いわゆる免

田事件以来のことである。しかも、地裁及び高裁において、少なくと

もそれぞれの合議体の過半数の裁判官が確定判決に疑問を呈したので

ある。これらのこと自体が、原口さんを有罪とした確定判決には合理

的な疑いが生じていることの証左と言うべきである。 

第三次再審開始決定に対しても検察官が即時抗告を申し立てたが、

福岡高裁宮崎支部は検察官の即時抗告を棄却して、再審開始決定を維

持した。 

ところが、最高裁第一小法廷は、検察官の特別抗告には法律に定め

られた抗告理由がないと判断したにもかかわらず、敢えて職権により

地裁及び高裁の行った事実認定に踏み込んで、原決定及び原々決定を

取り消した上、高裁に差し戻すことなく、自ら再審請求を棄却すると

いう、異例と言うべき本決定を行った。   

最高裁第一小法廷は、新規証拠として提出された法医学鑑定に対

し、「科学的推論に基づく一つの仮説的見解を示すものとして尊重す

べきである」と一定の評価を与えたにもかかわらず、「決定的な証明

力は有しない」と断じた。一方で、共犯者とされた親族らの「自白」

及び目撃供述については、その知的能力や供述の変遷等に関して問題

があることを認めながらも、その信用性は「相応に強固だ」と評価し

た。そして、地裁及び高裁の決定を取り消さなければ「著しく正義に

反する」と結論づけたが、虚偽の「自白」等により冤罪を作り上げる

ことこそ著しく正義に反する。 

最高裁第一小法廷は、検察官の特別抗告に理由がないとしたのであ

るから、仮に、事実認定に疑問を呈するのであれば、再審開始決定自

体は確定させた上で、事実認定の審理については再審公判の裁判所に

委ねるべきであった。   

再審制度は誤ってなされた確定判決を糾し冤罪から救済するための

制度であり、再審開始決定の判断においても「『疑わしいときは被告

人の利益に』という刑事裁判における鉄則が適用される」（刑集第２

９巻５号１７７頁）ことは、いわゆる白鳥事件において最高裁自身が

確立し、以後、踏襲してきたルールである。 

今回の決定は、最高裁がこの鉄則を自ら踏みにじり、人権擁護の最後の砦と

しての役割を果たすことを放棄したものと言わざるをえない。 

よって、当会は、本決定に対して強く抗議する。 

以上 


